
研究主題：主体的、対話的で深い学びの実現を目指して（３年次） 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間 
 「４年生は、『総合』何するの？」 

 「３年生で河北町の魅力についてまとめて発表したので、４年生は山形県に広げて調べて

まとめようと思っています。そして、３年生に伝えようと思っています。」 

 「ん～、何かつまんない。それに、３年生は来年自分たちで学習するのに、先に教えられ

たら迷惑じゃない？」 

 先週の夜の会での会話です。偶然？研究部の３人が集まった時間があり、時間外に仕事の

ことを考えてしまいました。系統的に学習が進んで広がっていくし、前年と同じような進み

方であれば子ども達も私も見通しを持って学習に臨めると思って考えていました。でも、主

任は厳しかった。確かに、やりやすいと言えばそうですが、チャレンジングではない。 

 そこで、今年度の４年生の総合は、大きく３つのテーマで進めていくことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まだ計画の段階なので、藍住町にも教育委員会にも連絡を取っていません。なので、実現

できるかどうかも分かりません。一歩ふみ出した取り組みになればと思っているところです。 
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①SUWT（ステップアップワークタイム） 

 →昨年度の取り組みをもとに新たな課題を設定し、目標（ゴールの姿）に向かって計

画的（段階的）に取り組んでいく。 

 

②山形県の魅力発見！ 

 →発表の相手を校内に求めるのではなく、姉妹都市である「徳島県藍住町」にある小

学校で学ぶ小学４年生に紹介する。 

 

③「学ぶ（勉強）」とは？ 

 →４年生は昨年度から自由交流や家庭学習などを取り入れています。型に捉われず自

分自身の責任の下で学習の方法や量・内容を考えて学習しています。自由な形の学

びを許容して、子ども達ができるようになってきたからこそ、「学ぶ」とはどういう

ことかについて再考し高学年に繋いでいきたいと考えています。考えたことを伝え

る先は．．．教育委員会の先生方？ 


